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　8月 4日午後 1時 30分より農協 3階大ホールにて、農事組合長会議が開催されました。
　農協役員推薦委員の任期に伴い福井組合長より、新しい役員推薦委員の選出について報告がなされました。
役員推薦委員会委員名簿� 任期：令和７年10月17日～令和10年10月16日迄
№ 区分 区　　　域 氏　　　名 № 区分 区　　　域 氏　　　名
１ 地域 中央１区、中央２区 真　鳥　修　一 ９ 地域 緑郷全区、東全区 氏　家　睦　和　　
２ 地域 中央３区、中央４区 粂　田　康　晴 10 全域 各組織 日下部　裕　一
３ 地域 中央５区、中央６区 住　田　哲　也 11 全域 各組織 羽　根　　　敏
４ 地域 中央７区、市街全区 菅　野　光　仁 12 全域 各組織 開　田　厚　志
５ 地域 宇園別全区 佐　藤　貴　彦 13 全域 各組織 石　田　一　光
６ 地域 伊香牛全区 松　山　敬　教 14 全域 各組織 井　上　雅　司
７ 地域 北星全区 菅　野　史　昭 15 全域 理事会 太　田　貴　仁
８ 地域 開明全区 荻　野　和　敏 16 全域 理事会 今　橋　祐　美

８月４日　農事組合長会議

1 青年部・女性部合同学習会（大ホール　常勤）

３ とうま蟠龍まつり
� （当麻町公民館まとまーる前　役職員）

４ 農事組合長会議（大ホール　常勤）
５ 第24回監事会

７ 当麻農協職員ＯＢ会　定期総会
� （改善センター　常勤）

13 当麻町戦没者追悼式
� （当麻町公民館まとまーる　組合長）

18 移動専務会議（ＪＡたいせつ　専務）
20 ７月末定期監査（26日迄）

21
上川生産連　理事会（ＪＡ上川ビル　組合長）
北海道クミアイ自動車学園　理事会（〃）

22

第44回理事会
上川地区農協米対策委員会
� （ＪＡ上川ビル　組合長）
上川地区農協畑作青果対策委員会（〃）
カントリーエレベーター安全操業祈願祭
� （ＣＥ事務所　全役員）
当麻町カントリー利用協議会定期総会
� （大ホール　全役員）

25 上川地区農協組合長会議（ＪＡ上川ビル　組合長）

28

当麻神社境内社秋葉妙見宮例祭
� （当麻神社社務所　組合長）
第45回理事会
令和７年産米集荷説明会（大ホール　全役員）

30 ８月末中間棚卸監査（監事団）

8 月組合のあゆみ

理事会報告 理事会が開催され次の事項が審議されました。

［第4４回理事会］� 令和7年8月22日

●議案第 1号　農事組合長会議議案に係る役員推薦委
員会委員の選出について

●議案第 2号　令和5年産酒造好適米最終精算払いに
ついて

●議案第 3号　令和5年産加工用うるち米・新市場開
拓米（輸出米）最終精算払いについて

●議案第 4号　令和5年産主食用米最終精算払いにつ
いて

●議案第 5号　令和6年産カントリー米実績差数精算
について

●議案第 6号　令和6年産カントリーくず米追加払い
について

●議案第 7号　令和6年産酒造好適米追加払いについ
て

●議案第 8号　令和6年産加工用うるち米・新市場開
拓米（輸出米）追加払いについて

●議案第 9号　令和6年産主食用米追加払いについて
●議案第10号　就業規則の一部改正について
●議案第11号　給与規程の一部改正について
●議案第12号　退職金規程の一部改正について

［第45回理事会］� 令和7年8月28日

●議案第１号　令和7年産米仮渡金について
●議案第２号　臨時職員就業規則の一部改正について
●議案第３号　定年退職者再雇用規程の一部改正につ

いて

●議案第４号　就業規則の一部改正について
●議案第５号　組合員の異動について
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　カントリーエレベーター安全操業祈願祭がカ
ントリー事務所神棚前にて行われました。
　祈願祭には町・ＪＡ関係者など約25名が出席
し、今年の豊作と安全操業を願い、当麻神社の
禰宜による神事が執り行われ玉串を捧げました。
　続いて農協 3階大ホールにて、カントリー利
用協議会定期総会が開催され、羽根会長より「令
和 6年度の作柄につきましては、米価の大幅な
上昇があり、我々の努力が報われるような形に
なりました。令和 6年産の追加払いは、過去最
高の追加精算になっております。このことについては、取引先や各関係機関皆様方のご理解と福井組
合長はじめとした役職員の皆様方の販売努力の賜物だと感じております。
　令和7年度の稲刈りにつきましては、あと10日ほどで本格的に始まる見込みであり、例年にない早
いスピードでの生育状況でありますので、過去にもこのような早い時期に稲刈りが始まったということ
はなかったと思いますが、歩留まり、不稔の方は少ないという報告もありますので、平年並みの収量は
期待できると思っております。また、事故や怪我のないように安全第一に稲刈り、荷受け作業を進めて
いただき、この豊穣の秋を皆様方と一緒に迎えたいと思います。そして、我々生産者、会員、また JA
当麻役職員の皆さん、町はじめとした各関係機関の皆様方と力を合わせて、滞りなく秋作業を進めてい
きたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。最後になりますが、今年で第30事業年
度を迎えることになりました。３月に30周年記念式典を予定しておりますので、そちらも併せてお願
い申し上げます。」と挨拶のあと、令和6年産優秀出荷者表彰が行われました。
　次に、福井組合長、室屋副町長より来賓挨拶のあと伊香牛 3区　藤井 悟氏が議長となり、令和 6
年度事業報告並びに決算報告、令和 7年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について審議され
ました。

○令和 6 年度産優秀出荷者

８月２２日　カントリーエレベーター安全操業祈願祭
　　　　　当麻町カントリー利用協議会定期総会

団体賞　宇園別営農集団 個人賞　中央１区　田村　洋介 様 個人賞　中央７区　菅野　光仁 様
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　JA上青協・上女協の合同事業として、JA当麻青
年部、女性部員8名が道内有数の米どころである地
域性を活かし、地元産米を用いたご飯に合う「おか
ず」のレシピ開発に取り組みました。
　当麻町を代表する野菜のきゅうりとミニトマトを使
用した『きゅうりとミニトマトとナスの豚ばら肉のみそ
マヨ炒め』を考案し、レシピ提供を行いました。

７月２４日 地元農産物を使用したレシピ開発
ＪＡ当麻青年部・女性部合同研修

　「2025 とうま蟠龍まつり」が8月3日に当麻町公
民館まとまーる前特設会場にて開催されました。
　当日は、こども蟠龍太鼓でオープニングを飾り、
アイドルグループのライブやこどもの部・大人の部
合わせて10,000個のもちまき、地区対抗による「蟠
龍玉入れ大会」、当麻蟠龍太鼓保存会による蟠龍太
鼓、さらに当麻蟠龍隊による「龍おどり」がクライ
マックスを演出し、フィナーレには打ち上げ花火が
あがり、たくさんのイベントが行われました。
　また会場にはたくさんの露店が出店する中、JA当麻青年部も参加し、暑い中焼き鳥、生ビールを
買い求める大勢のお客さんで賑わいました。メインイベントの一つ、当麻音頭で踊る伝統の「千人踊
り」には、JAからも役職員が参加し、各団体や地区の皆さんと一緒に祭りを盛り上げました。

８月３日 とうま蟠龍まつり　

　農協3階大ホールにて中央会旭川支所を講師に招
き、JA当麻青年部・女性部合同学習会を開催いたし
ました。青年部、女性部、役職員併せて40名の出席
となり、協同組合の仕組みやそれぞれの活動に求め
られている事を講義いただき、今一度、協同組合の
意義・目的を立ち返る学習会となりました。

８月１日 JA当麻青年部・女性部
合同学習会
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各部会現地研修会・出荷規格検討会各部会現地研修会・出荷規格検討会
７月３０日　キュウリ部会現地研修会
場　所：開明３区　楠　恭史さん宅圃場
講　師：㈱埼玉原種育成会　森田氏

　齋田部会長の挨拶のあと、㈱埼玉原種育成会 森田氏より、
今年の北海道は高温と曇天続きで株が疲弊しているため、
草勢維持を最優先とした管理が重要であり、効率的な光合
成環境を作ることが収量アップの鍵となる。摘心は草勢を
維持するように行い、摘葉で株の内側まで光を当て、高温
時は毎日の灌水と通路散布で湿度を保ち、根の活性化を促
す。また、今年は特になり疲れが起きやすい環境のため、
発根剤やアミノ酸・核酸資材を追肥に活用し、例年以上に
根張りの改善を意識するといった説明が行われました。
　続いて、普及センターより 5月から 7月中旬までの気象
経過と 3ヵ月予報、注意する病害虫としてべと病や斑点細
菌病、ハダニ類が挙げられ、発生の要因と主な対策につい
て説明されました。

　北海道大学より約40名の学生が来組され、「農産
漁村・地域における課題に対し、協同組合が果たす
役割を学び、自ら課題を発見し、その解決策を考え
る力を身に着ける」という目的のもと、野菜集出荷
施設・精米施設にて視察が行われました。農協事業
について説明をした際には、学生から「規格外品は
どのように活用されているのでしょうか。」「消費
者側からはお米の価格を安くしてほしいという声が大きいと思いますが、農家さんの立場だとどのく
らいの価格が適正だと思うか気になります。」といった質疑応答がなされ、大変有意義な時間となり
ました。学生の皆さんは、真剣に耳を傾けており、農業が単なる産業としてだけでなく、地域を支え
る大切な基盤であることを感じ取れる、学びの場となりました。

８月４日 北海道大学学生が
「協同組合」について学ぶ

　農業センターでは水稲不稔調査を実施いたしまし
た。各圃場よりサンプルを採取し、１本１本手で実
の入りを確認しました。
　今年度の調査結果としましては昨年より草丈が長
いものの、茎数が少ない状況でありましたが、一穂
籾数は平年並みで推移しております。不稔割合も昨
年同様に低い結果となりました。

８月１３日
～１４日 水稲不稔調査を実施
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各部会現地研修会・出荷規格検討会各部会現地研修会・出荷規格検討会
８月８日　南瓜現地研修会
場　所：北星２区　天野　充博さん宅圃場・育苗ハウス
　天野部会長宅圃場及び育苗ハウスにて、野澤専任
技師による研修が行われました。
　今年の生育状況は、6月までは低温で生育が停滞気
味だったが、7月に入りまとまった雨と高温が続いた
ことで、生育は一気に加速した。着果は良好に進ん
だ一方、急激な成長による「肥切れ」や、うどんこ
病などの病気が一部の圃場で発生し始めているため、
注意が必要。見た目では判断しづらく、出荷後に腐
敗を引き起こす深刻な「つる枯れ病」を防ぐため、「う
どんこ病」との同時防除を徹底する。また、雨が多
い年は「果実斑点細菌病」の発生リスクも高まるため、
適切な薬剤散布が必要。次に、収穫時期の見極めと
して、ヘタが十分に乾燥して固くなるコルク状のひ
び状態を確認することが肝心。収穫は必ず晴れた日
に行い、その後、風通しの良い場所で軸の切り口を
しっかりと乾かし、貯蔵性を高めることが重要。と
いった説明がありました。

８月 19日　トマト部会中間規格検討会
　集荷場 3棟目にてトマト部会出荷規格検討会が開
催されました。赤木部会長より「7月は大変な暑さ
が何日も続き、管理作業に大変苦労したのではない
かと思います。トマトキバガや青枯れ病、半身萎凋
病といった病害虫も出てきているようです。これか
ら抑制の作型もピークを迎え、他の収穫作業と重なっ
てこれから忙しくなると思いますが、最後まで皆さ
ん、事故や怪我がないように、出荷をよろしくお願
いします。」と挨拶の後、部会担当者より申し合わせ
事項、出荷協定、出荷規格、出荷要領について説明
が行われました。

８月 26日　南瓜出荷規格検討会
　集荷場 2棟目にて南瓜出荷規格検討会が開催され、
開会に際し天野部会長より「今年は雨が少なく、玉付
きが少し良くないように感じておりましたが、1玉が
かなり大きく、すごく綺麗な南瓜に仕上がったので楽
しみにしています。高品質な南瓜栽培に努め来年に繋
げていきたいと思っておりますのでよろしくお願いい
たします。」と挨拶。続いて、部会担当者より出荷協
定事項、規格の確認が行われました。
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資 材 課 か ら 知の らお せ
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タテのカギ ヨコのカギ
お代はいただきません
転職をしたいが、いざとなる
と̶̶を踏んでしまう
金箔の生産量第１位の市がある
都道府県
皿を数えるときに使う言葉
あえるとパスタが黒くなります
落ち葉をかき集める道具
ハロウィーンの日に楽しむ人も
います
役場で̶̶証明を取ってきた
薪割りに使う刃物
事件はあっけない̶̶を迎えた
写生をこうもいいます
動物や鳥などの集団
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二重マスの文字を、
A～Dの順に並べてできる
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7月号の答えは…
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10月の第２月曜日はスポーツの
日。以前は̶̶の日でした
祭りのときに引く車
̶̶雨だよ、すぐに止むさ
塩分濃度は低め、麹の割合は高め
な味噌
ドングリがなる木の一種
彼女は免許̶̶の腕前だ
悪臭を放つことで知られる動物
傘がたくさん重なった形の食用キ
ノコ
ハワイアンの演奏にも使われる弦
楽器
玄関の上がり̶̶に腰かけて話
した
秋にもおいしい紫色の野菜
教育、勤労、納税は国民の三
大̶̶です
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令和7年度 JA当麻　野菜集荷場 受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。
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米集荷に伴う米穀課執務体制について
　米穀課職員は8月20日（水）より当分の間、中央

７区検査場及びカントリーに常駐しております。

　また、下見検査につきましても8月20日（水）より

検査場にて開設しております。（午前８時から午後４時）

【米穀関係各施設電話番号及び臨時回線】
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◆
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
、
例
年
に
比
べ
て
厳
し
い
暑
さ
に
悩
ま

さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

６
月
下
旬
か
ら
す
で
に
真
夏
日
が
現
れ
始
め
、
７
月

下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
は
、
猛
暑
日
と
連
日

の
30
℃
超
え
に
加
え
、
湿
度
も
高
く
、
農
作
業
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
苦
労
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気
象
条
件
の
中
で
も
、

皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
作
物
は
着
実
に
育
ち
、
い

よ
い
よ
実
り
の
秋
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ど

う
か
今
年
も
豊
穣
の
出
来
秋
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
さ
て
、
９
月
３
日
は
「
ベ
ッ
ド
の
日
」、
そ
し
て
「
秋

の
睡
眠
の
日
」
で
し
た
。
９
月
は
睡
眠
に
関
す
る
記

念
日
が
多
い
月
で
す
。
こ
れ
は
、「
グ
ッ
（
９
）
ス
リ

（
３
）」
の
語
呂
合
わ
せ
。
夏
の
疲
れ
と
季
節
の
変
わ

り
目
が
重
な
り
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
こ
の
時
期
に
、

睡
眠
の
大
切
さ
を
見
直
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
体
を
休
め
る
時
間

を
意
識
す
る
こ
と
が
、
収
穫
期
の
後
半
を
乗
り
切
る

た
め
の
重
要
な
戦
略
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
温
か
い
お

風
呂
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
っ
た
り
、
寝
る
前
に
少
し
だ

け
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
。
ほ
ん
の
小
さ
な
工
夫
が
、

翌
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

ど
う
か
ご
自
身
の
体
を
一
番
に
、
こ
の
収
穫
期
を
お

過
ご
し
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
谷
口
）
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